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山

口

藩

に

於

げ

る

幕

末

の
洋
式
工
業

堀

江

蔵

保

-
、
序

言

明
治
維
新
後
に
於
け
る
経
棟
上
の
諸
政
策
、
一
殊
に
明
治
の
初
十
年
間
に
行
は
れ
た
る
諸
政
策
は
、

正
こ
町
子
い
に

自
包

'
i
古
布
斗
斗

't

於
て
少

tTyrrb
そ
の
茄
芽
佐
有
し
、
ま
に
多
少
賀
行
せ
ら
れ
た
こ
と
は
.
諸
家
の
研
究
に
よ
っ
て
明
か
に
せ
ら
れ

に

t
引
っ
つ
で
め
る
つ
え
切
伊
件
式
仁
殺
枕
州
、
的
九
四
件
に
治
亡
資
本
京
税
制
桝
級
生
の
京
市
対
日
る
拠
械
と
な
っ
に

新
工
業
技
術
に
つ
い
て
見
る
に
、
佐
賀
藩
に
於
て
は
嘉
永
年
間
以
来
鋳
砲
工
事
を
創
め
、
反
射
艦
を
築
、
コ
c

、
精
煉

方
を
設
け
て
火
薬
・
薬
剤
・
器
械
等
を
製
せ
ん
と
し
.
ま
た
蒸
気
舶
・
蒸
気
車
の
雛
型
の
み
な
ら
争
、
準
ん
モ
蒸
気
汽

曜
・
小
蒸
気
蹄
等
を
浩
一
っ
た
。
鹿
児
島
穏
に
於
て
は
文
政
年
間
に
羊
毛
紡
織
の
こ
'
ど
が
行
は
れ
た
が
、
高
氷
以
後
に

は
集
成
館
の
事
業
と
し
て
鋳
錨
・
製
錨
業
、
各
種
の
化
率
工
業
、
紡
績
業
等
が
行
は
れ
た
こ
と
は
肢
に
著
聞
ぜ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
水
戸
湊
も
嘉
永
年
間
に
遺
舶
所
を
設
け
、
安
政
年
間
に
は
反
射
蝿
を
築
起
し
、
幕
府
も
亦
安
政
以

後
横
須
賀
共
他
に
遣
舶
所
・
製
錨
所
を
設
け
た
。
同
様
の
企
て
は
鎮
西
の
雄
山
口
藩
じ
於
て
も
之
を
見
る
こ
と
が

出
来
た
。
同
藩
の
洋
式
工
業
に
閲
し
て
は
従
来
「
防
長
回
天
史
」
「
防
長
近
世
史
談
」
等
に
散
見
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ

だ
が
、
最
近
若
干
の
資
料
を
得
て
そ
の
大
瞳
を
覗
ふ
こ
と
が
出
来
た
か
ら
、
以
下
之
に
つ
い
て
数
言
を
費
し
、
以

山
口
藩
に
於
げ
る
幕
末
の
洋
式
工
業

まE

一
五
三

第

slt 

第
何
十
巻
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山
口
務
に
於
げ
る
幕
末

ω
洋
式
工
業

五
I些l

第

日止

li.. 
凹

第
円
十
巻

て
幕
末
に
於
け
る
新
経
持
政
策
の
意
義
の
一
端
を
見
る
こ
と
〉
し
よ
う
。

二
、
洋
式
工
業
に
関
す
る
知
識
の
移
植

「
世
若
し
毛
利
氏
が
女
久
年
間
に
一
服
夷
の
部
宇
佐
賀
布
し
穴
る
需
の
泌
を
見
て
、
直
寸
り
に
毛
利
氏
は
外
闘
の
知
識
に

之
し
か
り
し
と
速
断
す
る
も
の
あ
ら
ば
、
市
南

a

・
貨
は
み
L
t
之
に
ば
ぜ
り
』
と
末
松
議
ほ
博
'
に
は
述
べ
て
ゐ
る
。
行
.
に

川
川
滞
に
山
川
け
ふ
川
汁
附
に
剛

1
9心
知
一
耐
の
背
反
は
砕
し
円
も
の
が
め
っ
た
の
で
め
ぺ
一
γ
ー、

米
側
誠
一
訂
を
A
V
一
て
し
百

岡
松
蔭
は
姑
く
措
〈
と
す
る
も
、
幕
末
維
新
常
時
布
も
名
全
知
ら
れ
七
る
藩
士
は
、
悉
〈
多
少
と
も
に
外
岡
に
閥

す
る
知
識
に
明
る
〈
、
積
極
的
に
外
闘
文
化
を
取
入
れ
ん
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
同
務
に
於
げ
る
外
岡

に
闘
す
る
知
識
移
杭
の
契
機
と
な
っ
た
事
情
は
何
か
と
い
ふ
に
、
ぞ
の
主
な
る
も
の
は
、
朝
鮮
人
詮
り
又
は
府
人

送
り
の
事
、
及
び
長
崎
聞
役
の
設
置
こ
れ
で
あ
ら
う
。

朝
鮮
人
法
り
と
は
防
長
の
海
岸
に
漂
流
せ
み
朝
鮮
人
ぞ
長
崎
に
法
り
、
之
を
長
崎
奉
行
に
引
減
す
こ
と
で
あ
る
。

防
長
の
海
岸
に
は
年
冷
朝
鮮
漁
夫
が
漂
流
し
、
幕
府
は
山
口
漆
に
之
を
長
崎
ま
で
註
註
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
同

藩
に
於
て
は
此
等
朝
鮮
漁
夫
が
護
迭
の
途
中
高
一
病
気
等
に
で
死
亡
し
、
以
て
幕
府
よ
り
疑
惑
の
眼
を
向
け
ら
れ

ん
こ
と
を
恐
れ
て
、
之
に
臨
宵
帥
を
附
一
時
は
し
占
げ
る
こ
と
〉
し
亡
が
、
時
仰
に
は
更
に
襲
を
盛
る
助
手
や
薬
箱
持
が

随
行
し
た
。
而
し
て
嘗
時
皐
問
に
志
す
蒋
の
も
の
は
之
を
以
て
蘭
皐
・
時
皐
等
を
修
業
す
る
好
機
命
日
な
り
と
し
、
島

師
に
従
っ
て
長
崎
に
赴
き
、
役
目
を
果
し
た
上
、
蘭
皐
・
時
皐
の
み
な
ら
争
、
兵
血
中
・
航
海
向
車
等
を
も
謬
ん
だ
の
で

末松博士「防長回天史 1第一編ー 252頁。2) 
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4
9
0

こ
の
事
だ
長
年
に
一
円
一
ち
し
た
め
、
之
を
契
機
と
し
て
同
瀞
へ
は
、
長
崎
を
通
じ
て
外
闘
に
摘
す
名
知
識
が

峰
ん
に
移
植
せ
ら
れ
た
】

長
崎
聞
役
と
は
山
口
藩
が
長
崎
に
探
泣
し
て
、
前
加
来
航
の
際
、
長
崎
奉
行
指
揮
の
下
に
禁
備
其
他
の
事
に
蛍

ら
し
め
し
役
向
き
で
あ
る
。

正
保
の
頃
同
瀞
が
佐
賀
瀞
共
他
と
共
に
.
長
崎
警
備
を
命
ぜ
ら
れ
し
以
後
設
置
せ
ら

れ
た
も
の
で
め
っ
て
、
蛍
初
は
殆

r重
要
な
る
立
義
セ
持
た
な
か
っ
た
が
、
幕
末
に
は
恰
も
異
間
報
告
者
を
開
港
地

に
mm
き
だ
る
が
如
き
結
果
と
な
り
、
外
闘
に
闘
す
る
知
一
械
を
同
滞
へ
移
航
す
る
上
に
頗
る
前
一
要
な
る
役
割
を
演
じ

司ョ。
以
上
二
つ
の
却
制
令
税
制
制
止
し
て
机
〈
れ
ら
れ
れ
新
剣
山
川

juw
都
内
l
於
て
川
い
関
帥
を
泌
じ
或
は
藩
校
明
倫
館

を
通
じ
て
普
及
せ
ら
れ
た
。
明
倫
館
は
享
保
四
年
に
起
き
れ
、

一
時
廃
絶
の
姿
と
な
っ
て
ゐ
に
が
、
嘉
永
二
年
再

修
と
同
時
に
率
制
も
頗
る
整
備
し
た
。
却
ち
同
校
に
於
て
は
従
来
武
術
の
修
練
が
主
と
せ
ら
れ
て
ゐ
だ
が
、

止t
H寺

以
来
文
武
と
も
に
偏
重
な
〈
之
を
行
ふ
こ
と
〉
し
、
且
つ
波
風
一

a

に
劃
し
て
凶
惑
を
前
一
ん
じ
、
両
日
思
ず
を
奨
廟
し
、

進
ん
で
い
え
武
の
蒋
外
修
業
を
崎
県
糊
し
て
器
外
に
出
づ
る
も
の
に
は
若
干
の
費
を
支
給
す
る
こ
左
冶
し
た
。
則
し
て

身
分
の
上
下
を
問
は
宇
藩
上
の
子
弟
の
入
墜
を
許
可
す
る
こ
と
〉
し
た
事
・
色
、
以
上
に
劣
ら
や
重
要
な
る
皐
制
改

革
の
一
つ
で
あ
ら
う
。
問
+
術
奨
聞
の
こ
の
影
響
は
更
に
皐
外
に
も
及
び
、
藩
士
に
し
て
長
崎
・
江
戸
等
に
串
術
を

修
業
す
る
色
の
、
幕
府
の
藩
害
調
所
に
入
所
す
る
も
の
積
出
し
、
遂
に
高
延
元
年
北
保
源
臓
が
幕
使
に
伴
っ
て
波

米
す
る
こ
と
冶
さ
へ
な
っ
た
の
で
あ
る
。

山
口
藩
に
於
げ
る
幕
末
の
洋
式
工
業

一
五
五

有吉

披

一
五
五

第
阿
十
巻

村田峻弐郎「防長返せt鬼談JI12.-1 13頁。
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山
口
藩
に
於
げ
る
幕
末
の
洋
式
主
業

一
五
大

第

盟主

一
五
大

第
間
十
品
世

い
ふ
ま
で
も
な
く
最
初
に
取
入
れ
ら
れ
た
の
は
蘭
皐
で
め
っ
亡
が
、
後
に
は
英
問
中
も
取
入
れ
ら
れ
に
。
夫
書
，
か

読
ま
れ
に
最
初
は
安
政
四
年
の
こ
と
で
あ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
後
英
語
全
皐
修
す
る
も
の
結
出
し
、
一
冗

治
以
後
に
於
て
は
藩
は
二
三
の
英
同
人
を
も
教
師
と
し
て
雇
傭
し
た
。
ジ
ョ
ン
。
ォ
!
チ
ャ
!
ド
が
、
山
口
器
は
元

始
一
死
年
の
下
関
事
件
以
来
英
闘
と
親
善
関
係
を
結
び
西
洋
文
化
の
吸
牧
に
努
め
た
と
遮
ぺ
て
ゐ
る
の
は
、
蓋
し
山
門
前

ら
わ
!
こ
も
k
u
h
h

ら
3
己
1
p

こえ
j
J
P
あ
る
。

i

、1
A

団

d

l

H

噌

1

1

同
し
吋

M

山
川
叩
舶
の
最
初
は
心
点
凡
d
b
f
j
v
t

制
法
問
削
鼎
説
い
礎
的
中
m
じ
め
フ

て
、
藩
は
嘉
永
二
年
明
倫
館
営
再
修
す
る
と
同
時
に
時
四
皐
館
及
び
野
生
館
を
設
け
、
西
洋
醤
皐
の
皐
修
所
↑
ん
ら
し

h
u
る
2
同
時
に
、
貧
民
に
劃
す
る
施
薬
、
藩
内
醤
師
の
監
督
等
に
常
ら
し
め
た
。
後
ま
た
好
生
館
に
両
洋
風
十
所
を

置
き
洋
患
を
研
究
せ
し
め
た
。
併
し
乍
ら
菅
に
即
時
商
摩
の
み
な
ら
中
、
共
他
の
皐
間
"
技
術
も
載
と
出
土
に
よ
っ
て

研
究
せ
ら
れ
亡
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
工
業
に
闘
す
る
も
の
を
摘
ぐ
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

(4) 
弘
化
年
間
に
小
野
免
八
は
砲
術
修
業
の
に
め
長
崎
に
赴
き
、
嘉
、
氷
一
冗
年
商
品
秋
帆
よ
ち
之
に
闘
す
る
兎

収
を
受
け
た
が
、
彼
は
そ
れ
の
み
な
ら
す
電
気
・
お
真
に
闘
す
る
如
誠
を
修
科
し
て
師
藩
し
た
。
電
気
は
地
雷
火
に

臆
用
ぜ
ん
が
た
め
の
・
も
の
で
あ
っ
て
、
「
防
長
近
世
史
談
」
に
は
『
d

p

y

j

-

二
電
気
を
以
て
地
雷
火
を
製
す
Z
乙
と
を

鵬
首
ひ
、
大
い
に
兵
摩
者
の
好
評
を
博
し
た
』
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
お
異
術
は
後
中
島
治
卒
が
之
を
受
轍
ぎ
、
中
品

は
夏
に
文
久
一
冗
年
之
に
闘
す
る
洋
書
を
献
詳
し
た
。
而
し
て
同
年
萩
城
内
市
聞
に
於
て
寓
其
術
に
闘
す
る
賞
験
が

行
は
れ
た
と
い
ふ
。

(ロ)

安
政
六
年
山
口
藩
土
中
島
治
平
は
、
長
崎
奉
行
よ
り
綿
羊
繁
殖
・
羅
秒
縮
方
及
び
羊
毛
染
方
を
・
調
査
す

安藤紀一編「中品泊予幸徳f専J(楠木)。
ジョン・オーチャート著，終局、情勢研究曾諜'E/本c)経 ~i!ffl'J 1官民J26頁。
安藤紀一編「中島治平平徳f専」女久元年レJ傑。
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九町長
E
P
F
Fル
添
駅
舎
培
u
F
γ

ふ
北
島
号

vj佑

べ
し
と
の
命
を
受
け
、
伴
者
に
よ
り
て
之
を
調
査
し
、

且
つ
宜
駿
の
結
果
を
書
し
て
提
出
し
た
。

こ
の
研
究
は
寓

延
元
年
同
人
が
山
口
藩
主
に
劃
し
て
な
し
た
岡
市
埼
進
に
闘
す
る
建
議
書
中
に
取
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
丈
久

二
年
山
口
の
染
物
商
人
相
謀
っ
て
西
洋
染
物
の
講
習
を
行
っ
た
が
、
中
島
は
山
口
代
官
に
聴
せ
ら
れ
て
数
十
円
閉

山
口
に
滞
在
レ
、
西
洋
染
方
を
教
投
す
る
傍
ら
、
叫
山
市
方
教
授
用
者
を
著
述
し
た
と
い
ふ
。

安
政

a

一
.
年
中
山
崎
治
一
牛
は
長
崎
に
赴
寺
、
蘭
人
法
児
頃
斯
に
従
っ
て
分
析
術
を
究
め
傍
ら
製
錨
の
事
を
も

串
ん

ro
彼
は
之
仁
某
き
法
見
頃
斯
の
製
銭
訟
に
闘
す
る
著
書
を
翻
洋
し
て
御
用
所
に
提
出
し
、
克
に
鍛
工
局
間

町、
J

〆
，
e

、

川
の
必
要
伝
建
議
し
た
。

こ
の
建
議
波
山
崎
足
元
年
の
同
刈
増
唯
一
一
い
闘
ず
る
は
議
書
巾
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ

ω
…
枇
山
中
公
判
ぐ
れ
は
イ
M
m
h

刺
〈
で
め
る
c

『
先
づ
高
竃
・
鎗
竃
等
御
築
す
相
成
柏
町
而
、
砲
峨
は
勿
一
論
蒸
気
機
械
を
始
め
日
用
の
鍋
釜
其
他
微
細
之
調
度
に
苔
一
る
ま
で
、
純
織
を
以
て
普
く
鋳
遺

鍛
冶
致
焼
ぽ
Y
、
永
永
被
砕
の
恐
も
御
座
有
問
敷
、
取
別
常
A
I
嘉
一
御
用
の
小
銃
等
の
儀
色
右
純
織
を
以
で
鍛
冶
致
候
は
V
A

、
於
定J

J

苅
洋
銃
製
品
込

可
相
調
、
且
叉
銃
木
柄
之
儀
h
H定
又
洋
法
に
習
ひ
分
析
致
候
は
す
、
仮
令
雨
露
に
討
議
致
候
と
も
柾
曲
之
球
少
色
無
之
、
全
〈
洋
銑
仁
差
異
靖
之

問
致
、
友
候
へ
ば
終
じ
他
邦
仁
も
散
驚
致
、
持
叩
A

御
利
金
不
少
様
奉
存
候
、
右
犠
工
用
始
末
之
儀
は
委
細
差
出
候
課
書
に
筆
記
仕
中
崎
町
』
云
々
。

後
に
述
ぷ
る
が
如
く
藩
は
安
政
三
年
に
反
射
櫨
卸
ち
右
に
所
謂
鋳
竃
の
築
起
を
計
量
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら

中
島
げ
が
之
に
闘
す
る
先
畳
者
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
ま
た
高
竃
郎
も
熔
鏑
舗
に
闘
し
で
も
、

，Ij 
囚

亦

介
よ
り
京
市
原
良
識
に
宛
て
た
る
書
翰
(
安
政
五
年

ω色
の
な
る
べ
し
)
中
に
『
死
力
を
壷
し
て
早
ゃ
習
熟
い
に
し
候
様
御
統

一
半
可
被
成
侠
』
一
瓦
。
と
あ
る
と
こ
ろ
よ
り
す
れ
ば
、
巾
島
一
人
炉
之
に
閲
し
て
研
究
し
て
ゐ
だ
と
は
言
へ
な
い
で

あ
ら
う
。
併
し
此
等
の
事
貨
は
山
口
器
に
於
て
製
錨
鋳
錨
技
術
の
研
究
が
如
何
に
盛
ん
な
り
し
ゃ
を
示
す
も
の
と

山
口
藩
に
於
げ
る
幕
末
の
津
式
工
業

講

演

五
ヒ

第
四
十
巻

一
五
七

同上，丈久二年の傑。
同上。
「高竃に関する山田・司王原書翰J。

9) 
10) 
II) 



山
口
事
情
に
於
げ
る
幕
末
の
洋
式
工
業

五
j， 

第

罰k

ヨL
A 

第
川
十
品
世

い
ふ
べ
〈
、
殊
に
中
島
が
洋
銃
を
製
し
他
闘
に
頁
出
し
て
利
を
得
べ
し
と
せ
る
紺
は
、
同
岸
堤
一
醐
と
闘
聯
し
て
削

る
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

( 

E 

，-) 

安
政
六
年
中
島
治
平
は
克
に
鹿
児
島
に
赴
き
‘
耐
子
製
造
所
巾
反
射
燐
"
水
車
機
織
殿
・
耐
一
合
製
造
所
・
奉

揚借一寸
e

管
制
腕
察
し
に
が
、

崎
注
長
崎
に
到
っ
て
蒸
気
器
械
を
購
入
し
、
ま
大
別
仁
買
ふ
?
と
こ
λ
の
小
型
の
蒸
気
車
を

持
踊
っ
て
之
を
務
主
に
献
上
し
た
。
此
等
の
蒸
気
器
械
及
び
蒸
気
事
は
丈
久
一
万
年
之
を
連
轄
し
て
公
党
に
供
し
た

山口

c

t
p
v

，H 

こ
の
外
、
河
野
築
疏
な
る
も
の
安
政
年
間
長
崎
に
於
て
時
計
細
工
の
技
術
を
畳
え
常
に
破
損
時
計
の
修
聞
な
ど

を
行
っ
た
と
い
は
れ
て
ゐ
る
ο

ま
た
丈
久
三
年
中
島
治
平
の
盟
墜
合
密
皐
振
興
建
議
書
に
は
、
物
開
皐
・
化
皐
に

闘
す
る
研
究
ぞ
濯
げ
、
之
JMι

以
一
て
闘
産
開
稜
に
費
す
べ
き
旨
を
強
制
し
て
ゐ
る
が
、
以
上
諸
ミ
mw
事
貨
を
秘
る
と

き
は
、
単
に
醤
皐
の
み
な
ら
守
、
洋
式
工
業
に
闘
す
る
知
識
が
如
何
に
多
〈
移
植
せ
ら
れ
て
ゐ
た
か
を
知
る
こ
と

が
出
来
る
で
あ
ら
み
。
此
等
の
知
識
に
基
い
て
工
業
を
起
し
得
べ
き
も
の
は
、
砕
丘
町
に
於
て
は
勿
論
務
官
局
自
身

で
あ
っ
た
。
併
し
岡
防
第
一
の
嘗
同
に

J

の
り
て
は
、
不
念
の
事
業
、
卸
ち
珂
鳳
十
を
臆
用
し
て
岡
産
を
振
興
す
る
が

如
き
こ
と
は
殆
ど
顧
み
ら
れ
千
し
て
終
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
賞
際
着
手
せ
ら
れ
た
志
の
は
・
如
何
な
る
種
類

の
も
の
で
あ
っ
た
か
、
次
に
之
を
略
越
し
よ
う
。

三
、
洋
式
工
業
の
責
際

安藤紀一編「中島治平幸徳f専」。村岡崎女郎「防長主!:叶まL1談J244Ylo

村田峰失郎「防長近世史談」ヲ5頁。
12) 

'3) 



(
d
1
)

遁
船
事
業

安
政
元
年
蕗
使
プ

l
チ
ャ
チ
ン
の
采
舶
が
下
回
沖
で
津
浪
に
遭
ひ
破
舶
し
た
。
彼
は
之
を
君

仰
伴
郡
戸
田
浦
で
修
理
し
出
航
し
た
が
、
風
波
の
た
め
遂
に
沈
泣
せ
し
が
}
以
て
、
幕
府
に
懇
請
し
て
職
人
を
借
り
、

安
政
三
年
に
至
っ
て
漸
〈
新
造
舶
を
完
成
し
に
。
こ
れ
本
邦
人
が
洋
式
粕
舶
建
造
技
術
を
習
得
せ
し
最
初
で
あ
る

と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
右
の
舶
舶
建
造
中
各
方
面
よ
り
之
を
見
撃
せ
し
も
の
あ
り
、
山
口
藩
に
於
て
も
桂
小
五
郎
及
一

び
掃
の
造
舶
日
以
た
り
し
尼
崎
小
右
衛
門
等
が
之
に
加
っ
た
が
、
露
舶
の
建
造
を
了
す
る
や
、
務
は
そ
の
遺
舶
長
た

h
p
し
本
多
越
中
守
の
家
来
高
崎
博
臓
を
萩
に
招
嶋
し
、
忠
比
須
ヶ
鼻
に
軍
艦
製
造
場
を
設
け
て
西
洋
型
舶
の
建
迭

に
着
手
し
た
。
か
く
し
て
成
れ
る
も
の
が
安
政
周
年
竣
工
の
河
辰
丸
で
あ
か
。
次
で
寓
延
一
花
年
に
は
庚
申
丸
が
建

)!L! 

『日?

Lう

れ

此
等
は
勿
論
法
一
気
舶
守
は
な
く
、

ス
グ
!
ナ

l
型
帆
船
モ
あ
っ
た
。
ま
に
共
後
滞
は
軍
服
と
し
て

外
岡
よ
り
蒸
気
般
を
購
ス
す
る
方
針
を
と
り
し
に
め
、
共
後
遺
舶
の
事
は
行
は
れ
な
か
っ
仁
ゃ
う
で
あ
る
が

h

併

し
右
の
一
丙
辰
丸
は
恐
ら
く
、
本
ら
本
邦
人
の
手
に
よ
っ
て
遣
ら
れ
た
最
初
の
洋
式
舶
舶
で
あ
ら
う
こ
と
は
抗
日
に

値
す
る
。

古
来
山
口
藩
に
於
て
は
、
鋳
砲
の
事
を
お
抱
へ
の
鋳
物
師
に
委
ね
て
ゐ
た
が
、
安
政
以
来

専
ら
藩
の
事
業
と
し
て
之
金
行
ふ
こ
と
冶
は
つ
わ
。
こ
れ
嘉
永
六
年
幕
府
が
諸
藩
に
令
し
て
洋
式
砲
術
を
奨
瑚
せ

(
ロ
)
銃
砲
聾
撞
事
業

し
に
基
〈
と
こ
ろ
で
あ
ら
う
。
官
時
恰
・
も
鋳
物
師
郡
司
町
四
之
進
の
建
議
に
基
き
、
藩
は
加
農
砲
を
以
て
在
来
の
臼

砲
・
忽
砲
に
代
へ
ん
と
し
づ
旨
あ
り
し
際
で
あ
っ
た
か
ら
、
藩
の
事
業
と
し
て
鋳
造
せ
色
れ
し
大
砲
は
主
と
し
て
洋

式
の
加
農
砲
で
あ
っ
た
こ
と
冶
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
大
砲
鋳
造
場
は
嘗
初
式
燕
闘
葛
飾
郡
砂
村
と
、
萩
の
城
下

山
口
漆
に
於
げ
る
語
末

ω
洋
式
ヱ
業

五:
7L 

一
冗
九

第
一
波

第
四
十
巻

'4) 村田峰弐自1¥1防長近世具談J273-27':: Jむ
15) 末松博士「防長回天奥」第二編二 510J可。



山
口
藩
に
於
げ
る
幕
末
の
洋
式
工
業

第
間
十
巻

第

日た

一
六

O

ノ、

O 

と
に
設
げ
ら
れ
た
。

前
者
は
、
藩
が
幕
府
よ
り
相
模
警
備
の
命
を
受
け
、

安
政
一
冗
年
に
蕗
砲
作
業
を
開
始
し
た
。

そ
の
必
要
の
た
め
に
砂
村
の
別
邸
に
設

け
し
も
の
で
あ
っ
て
、

後
者
は
藩
業
に
移
せ
し
品
何
回
初
、

鋳
物
師
郡
司
家
に

文
久
一
二
年
に
至
っ
て
萩
の
沖
原
六
本
松
に
新
設
移
轄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

小
銃
な
製
し
に
と
い
は
れ
て
ぬ
レ
。
同
年
に
は
下
闘
砲
撃
事
件
に
臆
千
る
七
め
、
更
に
三
田
尻
宰
到
の
錆
銭
司
村
・

今
悩
村
脚
小
郡
揃
同
の
ニ
ケ
所
に
新
た
に
錨
仰
所
炉
設
け
ら
れ
た
一

U

あ
り
し
を
、

V
置

し

こ

三

布

目

L
Z
K
J

4
-
P
J
l
Jノ

γ

申

7
コL

L

ヘ
淘

t
ハ
p
m
J
J
d
F

も
工
〈
制
M
W
a
~
し
〔
、
山
間
叩
腐

:

J

I

L

L

-

7

d

j

;

i

i

岨

1
1

を
以
て
銅
を
鈷
融
し
模
型
に
佐
入
し
て
之
金
造
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
砲
睦
の
製
造
に
は
山
首
相
鍛
枠
或
は
粘
土
の

模
型
を
用
ひ
し
も
、
後
に
は
水
車
機
韓
関
法
が
採
用
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
。

所
用
の
大
砲
を
、
数
門
を
除
き
、
悉
〈
自
ら
製
造
し
得
た
の
で
あ
る
。

〈
註
)
「
防
長
泣
世
史
談
」
に
よ
れ
ば
、
山
口
耳
慣
の
鍵
砲
技
術
は
明
治
政
府
か
品
開
兵
工
廠
に
於
て
大
砲
を
鋳
議
す
る
上
に
役
立
つ
と
こ
ろ
が
少
〈
な

か
っ
た
と
い
具
合
印
ち
砲
兵
工
廠
に
於
で
は
悌
関
西
人
を
麗
ワ
て
種
々
の
銃
砲
を
製
蓮
じ
た
が
、
ど
う
し
て
も
銃
身
に
も
砲
身
に
も
色
が
着
か

な
い
の
で
、
を
の
事
に
興
っ
た
奮
山
口
務
士
は
沖
原
六
本
松
の
工
場
に
於
げ
る
記
銘
を
探
究
し
、
其
の
結
果
着
色
が
完
成
し
た
と
い
ふ
。

(
八
)
反
射
煙

か
く
て
幕
末
山
口
洛
に
於
て
は
、

そ
の

大
砲
の
鋳
遣
に
は
上
越
の
如
く
洋
訟
を
採
用
し
た
け
れ
H

と
も
、
製
す
る
と
こ
ろ
は
銅
砲
の
み
で

あ
っ
て
、
未
だ
錨
製
の
も
の
は
之
を
造
ら
な
か
っ
亡
。
嘉
永
年
間
佐
賀
藩
は
肢
に
反
射
艦
を
築
き
、
銑
錨
製
加
農

法
令
}
鋳
造
し
た
。
山
口
藩
は
之
を
見
る
や
、
安
政
二
年
藩
士
ぞ
佐
賀
に
祝
し
て
鍛
砧
鋳
造
法
を
見
修
せ
し
め
ん
と

し
た
が
、
佐
賀
滞
に
あ
り
で
は
偶
ミ
製
砲
監
督
者
長
崎
に
往
い
て
在
ら
や
、
且
つ
こ
の
事
前
ほ
研
究
中
に
し
て
他

藩
に
惇
授
す
る
に
足
ら
?
と
な
し
、
そ
の
惇
習
を
謝
絶
し
た
。
併
し
山
口
器
に
於
て
夜
明
せ
石
砲
架
旋
風
墓
を
驚

ら
し
て
同
じ
頃
佐
賀
に
使
せ
る
小
津
忠
右
衛
門
は
、
反
射
櫨
工
場
を
巡
覧
し
所
見
を
閣
に
製
し
て
萩
に
師
。
た
。

同上. 507-508頁。
村田峰失血lir防長近世史談J<J9. 175頁。日寺山繭八著「稲本/， '?のしげ1)J405頁。
日寺山繍八著「稿木邑 bのしけの-'419頁。
呆松博士「防長岡天史J第二編二， 5"4")'¥0 r明倫館tf.撃関野し兵器艦秘火襲事材
料抜1F.~J 0寄木)第一冊。
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h 
F 

山
口
藩
は
之
に
基
い
て
直
ち
に
反
射
艦
築
起
に
取
掛
っ
た
の
で
め
っ
て
、
左
の
如
〈
掛
り
役
人
の
任
命
も
行
は
れ

叩

て
ゐ
る
。

村
田
伊
右
衛
門

(
安
政
二
年
十
一
月
)

右
根
役
b
大
楠
制
製
造
井
鶴
江
官
車
場
主
婆
調
製
品
咽
反
射
煉
取
蓮
等
-
被
仰
付
候
に
付
御
用
掛
ら
被
仰
付
候
事

(

周

年

同

月

)

'

勘

右

術

門

嫡

子

右
反
射
娼
収
立
稜
仰
付
候
に
付
御
用
掛
り
被
仰
付
伎
十
字

{

安

政

三

年

間

月

)

御

武

具

方

検

使

役

右
桟
役

S
反
抗
嫌
築
造
井
錐
過
し
水
車
仕
掛
取
越
之
御
用
儲
ム
ソ
被
仰
付

併
し
乍
ら
こ
の
反
射
焔
の
築
起
は
完
成
に
笠
ら
や
し
て
安
政
一
一
一
年
十
一
月
地
楽
小
一
ら
れ
た
。

長
属
興
一
一
郎

岡

辰
之
丸

そ
の
理
由
は
附
局

棋
酬
の
購
入
一
ト
英
大
な
る
費
用
eg
一
裂
す
べ
き
こ
九
佐
賀
滞
じ
於
て
錆
誌
サ
し
針
鍬
製
大
砲
は
氷
心
l

山
川
刻
な
ら
す

尚
ほ
研
究
を
要
す
べ
き
こ
と
等
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
財
政
潤
津
な
ら
引
き
る
折
か
ら
未
だ
技
術
の
完
備
せ

Y
る
事

業
に

E
費
を
投
十
る
こ
と
を
躍
踏
し
た
の
で
あ
る
。
「
防
長
田
天
史
」
に
は
そ
の
計
重
を
中
止
し
た
と
記
さ
れ
て
居

り
、
「
防
長
近
世
史
談
」
の
著
者
は
、
反
射
蝿
は
完
成
に
至
ら
や
し
て
己
ん
だ
が
そ
の
断
片
は
現
に
萩
の
小
畑
に
残

存
し
て
ゐ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。
説
れ
に
し
て
も
山
口
藩
が
佐
賀
藩
に
倣
っ
て
、
反
射
蝿
の
築
起
に
若
手
し
ぜ
こ
と

は
明
か
で
あ
ら
う
。

其
後
元
治
元
年
に
大
村
盆
次
郎
の
建
議
に
基
き
、
萩
川
上
諸
ケ
瀬
に
製
錨
所
を
設
置
す
べ
き
藩
命
が
下
っ
た
と

稀
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
命
令
が
呆
し
で
賃
現
せ
し
ゃ
否
や
、
ま
た
そ
の
技
術
が
高
竃
却
も
熔
鋸
燈
に
よ
る
も
の

な
り
し
ゃ
否
や
明
か
で
な
い
が
、
之
を
以
て
藩
の
意
固
が
洋
式
製
戴
業
へ
向
っ
て
動
い
て
ゐ
た
と
見
る
こ
と
は
許

山
口
藩
に
於
げ
る
幕
末
の
洋
式
工
業

第
四
十
巻

ム
ノ、

第

君主

一
大

明f命官官記録，第二冊。
前掲，明倫官官記録，第一・第二冊。
末松博士「防長岡天鬼」第二編二， 50月 lぅO.J::f[。前掲，
E寺山揃八著「稿本 bbのしげ bJ427頁。
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山
口
落
に
於
げ
る
幕
末
の
洋
式
工
業

第
凶
十
巻

ムノ、

第

披

~ 

/、

3
4
0
〉
で
あ
ら
う
ω

(
ユ
)
製
薬
業

安
政
コ
一
年
萩
の
南
国
邸
に
製
薬
所
を
設
け
、
土
産
養
哲
を
し
て
詳
式
薬
物
密
製
造
せ
し

U
る
こ

と
う
し
た
。
養
哲
は
三
田
尻
の
産
、
上
方
に
遊
底
干
し
て
開
化
皐
に
闘
す
石
盤
名
高
〈
、
且
つ
官
時
未
だ
我
闘
に
於

て
製
造
せ
ら
れ

F
る
ヨ
ジ
ク
ム
ゅ
蹴
醍
加
盟
等
の
製
法
令
}
礎
明
完
成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
£
が
J
街
は
般
が
仙
墓
務
に

耐
仰
せ
ら
れ
ん
と
し
一
円
、
め
り
し
ゃ
」
見
、
点
守
山
吉
蹄
務
hy
命
じ
、
以
fL
製
薬
所
μι

主
事
サ
し
め
た
の
-T
あ
お
。
ど
の
刑
判

薬
所
に
於
て
は
専
ら
洋
式
醤
薬
が
製
造
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
養
哲
の
経
歴
よ
り
し
て
之
を
覗
ふ
こ

と
が
出
来
る
が
、
之
会
傍
誼
す
る
も
の
は
井
闘
美
清
の
次
の
談
話
で
め
る
。
日
く
『
土
屋
養
哲
の
製
薬
所
は
盛
ん

な
る
も
の
に
し
て
、
醤
師
・
薬
庖
等
に
責
り
下
げ
て
十
分
利
益
め
り
た
り
。
〔
中
略
)
土
屋
は
醤
撃
の
開
進
に
就
て
は

功
勢
め
る
も
の
な
り
。
営
時
萩
人
が
今
日
の
如
く
水
薬
な
ど
を
用
ひ
た
る
は
彼
が
勢
と
謂
ふ
ペ
し
』
と
。

(
ホ
)
硝
子
製
造
事
業

首
円
延
元
年
山
口
藩
は
硝
子
製
造
所
を
設
け
た
。
同
所
は
肢
に
早
く
安
政
年
問
、
或
は
嘉

永
年
間
に
設
け
ら
れ
七
と
も
い
は
れ
て
ゐ
る
が
明
か
で
な
い
。
恐
ら
〈
嘉
永
年
間
に
製
造
ぞ
開
始
し
て
、
初
め
は

藩
主
の
自
家
用
及
び
準
献
用
に
供
し
た
の
ぞ
、
高
延
元
年
に
製
造
規
模
を
憤
大
し
、
製
品
を
市
販
に
供
す
る
に
至

っ
た
の
で
は
な
い
か
止
も
考
へ
ら
れ
る
。
軌
れ
に
し
て
も
硝
子
の
製
造
・
準
献
・
販
頁
等
に
闘
し
て
は
、
営
時
物
産

方
と
し
て
硝
子
製
造
の
事
に
闘
奥
せ
し
弁
闘
美
清
の
談
話
に
よ
っ
て
そ
の
大
睡
が
覗
は
れ
る
か
ら
、
左
に
之
を
招

げ
よ
う
。

『
硝
子
製
蓮
所
は
中
-n
盛
な
b
し
。
職
工
長
は
江
戸
の
人
西
宮
徳
次
郎
と
申
す
者
な
b
。
嘗
て
忠
正
公
(
毛
利
慶
担
問
)
よ
ち
精
子
器
を
薩
侯
へ
謄

末松博士「防長回天史)第二編ニ， 556-557頁。前掲，明倫館記録，第二冊。
「萩務口茶園・硝子製進場・百草国・製薬所に関する井関美清談.J(索;木)。
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4
れ
た
る
こ
ー
と
め
り
、
薩
侯
非
常
に
御
賞
筑
成
さ
れ
、
忠
正
公
御
参
勤
の
節
薩
侯
よ
り
製
造
の
事
お
尋
め
り
、
忠
正
公
一
々
御
答
岡
市
あ
り
に
る
に

薩
侯
は
葉
職
工
併
用
致
し
だ
し
み
】
依
頼

Z
れ
だ
れ
ば
、
西
宮
ば
公
の
命
に
侠
h
J
薩
摩
仁
五
h
J
、
一
年
程
彼
地
に
在
h
ノ
て
蹄
り
来
り
た
り
。
薩
侯
は

多
分
斉
彬
俣
な
ら
ん
。
梢
子
の
原
料
は
山
口
の
仁
保
に
産
す
。
仁
保
の
水
車
に
で
之
を
粉
砕
し
て
萩
に
透
ち
た
り
。

靖
子
の
販
責
は
萩
の
町
人
太
田
嘉
七
と
申
す
も
の
引
受
活
た
り
』

之
に
よ
れ
ば
山
口
藩
の
硝
子
製
造
事
業
は
鹿
児
島
藩
の
模
範
と
な
り
し
い
か
如
〈
で
あ
る
が
、
詳
細
は
明
か
で
な

ぃ
。
ま
仁
営
時
の
硝
子
が
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
つ
に
か
は
、

文
久
三
年
に
中
島
治
不
が
、
従
来
の
製
法
に

よ
る
も
の
は
鉛
硝
子
に
し
て
化
皐
薬
品
を
容
る
べ
き
器
に
適
し
な
い
宵
を
述
べ
て
ゐ
る
の
に
よ
っ
て
如
ら
る
〉
が

如

t
、
幕
末
新
七
に
輪
入
せ
ら
れ
た
新
技
術
に
基
い
て
製
造
せ
ら
れ
た
も
の
と
は
考
?
り
れ
な
い
。
こ
の
貼
よ
h

し
て
附
子
製
治
事
業
は
純
然
た
る
印
式
工
業
と
は
栴
し
難
い
い
か
、
幕
末
に
南
北
つ
で
静
い
か
と
の
輔
の
新
工
業
を
超
し
、

製
品
を
市
販
に
す
ら
供
せ
し
事
貨
は
頗
る
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
外
山
口
藩
は
、
安
政
五
年
火
薬
製
練
場
伊
一
設
け
、
製
秘
方
役
所
・
硝
石
煮
立
場
・
水
車
場
其
他
を
建
設
し

て
火
薬
の
製
造
を
行
っ
た
が
、
之
に
就
て
は
詳
述
を
略
す
る
。

回
、
結

言

以
上
越
べ
し
が
如
〈
幕
末
に
於
げ
る
山
口
一
帯
の
洋
串
の
研
究
は
頗
る
感
ん
で
あ
っ
て
、
単
に
欝
墜
・
薬
串
の
み
な

ら
や
工
業
に
闘
す
る
知
識
も
移
植
せ
ら
れ
七
。
此
等
の
う
ち
宜
際
に
行
は
れ
し
も
の
は
、
岡
防
第
一
の
営
時
の
扶

態
よ
り
し
て
、
主
と
し
て
軍
器
に
闘
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
而
も
山
口
藩
の
洋
式
工
業
は
鹿
児
島
藩
‘
佐
賀
藩
の

山
口
漆
に
於
げ
る
幕
末
の
洋
式
工
業

第
四
寸
品
位

第

却主

ム
ノ、

ー
ム
ノ、

? 
傑年計

H
Y

久
4

『
又
リ

1
J

司

t
-

省
守
ぶ
f

f

b

 

徳
し

章
の
す

平
h
J

」
治
も

談
島
本

清
巾
稿

会
戸
、
「
i
戸

和
一
怖
司

F
一
F

守
口
町
浦

掲
藤
山

前
安
時

25) 
26) 
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山
口
潜
に
於
げ
昌
幕
末
の
洋
式
工
業

第

~lt 

~ 

凶

第
凶
十
巻

一
六
四

そ
れ
に
比
す
れ
ば
極
め
て
微
冷
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
乍
ら
藩
士
の
洋
墜
に
閥

す
る
熱
意
に
至
つ
て
は
恐
ら
く
他
の
諸
務
に
劣
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
而
も
務
官
局
に
於
て
も
、
時

代
の
轄
換
炉
}
深
想
ぜ
し
ゃ
或
は
封
建
制
度
の
維
持
を
希
求
せ
し
や
ぞ
の
敦
れ
士
る
と
を
間
は
宇
、
藩
士
の
洋
皐
研

究
eMι

奨
醐
援
助
し
た
の
で
あ
る
。
顧
み
る
に
維
新
種
革
の
大
事
業
坐
嬉
蛍
し
た
も
の
は
ド
級
の
武
士
階
級
で
あ
っ

た
。
此
等
下
級
武
士
階
級
は
封
建
制
度
の
下
に
於
て
は
到
底
ぞ
の
生
活
ぞ
注
ぐ
る
能
は
や

ι
そ
の
才
能
含
岡
山
ぱ
中

私
心
み
」
m

l

h

p

、町

品目
a
I
U
V
L

h
r

山
に
蜘
し
f
L
a

小
平
不
出
令
位
、
っ
し
も

ωで
め
り
、

前
回
展
開
の
一
必
要
を
痛
切
に
戚
じ
て
ゐ
だ
の
で
あ
っ

て
、
従
っ
て
洋
皐
の
研
究
も
主
と
し
て
彼
等
が
熱
心
に
行
へ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
山
口
藩
に
於
て
も
こ
の
例
に

抽
出
れ
争
、
例
へ
ば
屡
と
そ
の
名
を
奉
げ
た
る
中
島
治
半
の
如
き
も
藩
外
修
墜
の
便
宜
上
軽
量
よ
り
士
分
に
取
立
て

ら
れ
し
も
の
で
あ
っ
た
。
併
し
乍
ら
上
越
の
如
〈
藩
営
局
は
之
に
何
等
の
摩
遣
を
色
加
へ
示
、
却
っ
て
制
度
の
改

正
・
奨
勘
金
の
支
出
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
研
究
営
援
助
せ
し
と
こ
ろ
に
、
幕
末
に
於
け
る
支
配
階
級
の
特
質
が
あ
る

や
う
に
忠
は
れ
る
。
印
ち
藩
主
の
こ
の
積
極
的
な
態
度
の
下
に
初
め
て
諸
ミ
の
新
研
究
が
容
易
に
な
さ
れ
た
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
鞘
に
於
て
も
亦
幕
末
に
於
け
る
諸
侯
の
性
格
の
務
化
が
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
一
う
。

而
し
て
更
に
注
意
す
べ
き
は
、
件
撃
を
研
究
せ
る
も
の
?
っ
ち
に
は
、
之
を
皐
な
る
研
究
ま
た
は
閑
防
へ
の
臆

用
の
み
に
止
め
中
、
進
ん
で
岡
産
間
後
に
資
ぜ
ん
と
せ
し
も
の
、
存
せ
し
こ
と
で
あ
る
。
中
島
治
一
与
の
如
、
き
は
こ

の
意
固
を
最
も
明
確
に
表
示
せ
し
一
人
で
あ
っ
て
、
彼
の
文
久
三
年
の
珂
皐
合
密
皐
振
興
建
議
書
を
抄
出
す
れ
ば

左
の
知
〈
で
あ
る
。

安藤紀一編ー中島治手幸徳侍」28) 



『
(
前
略
)
な
借
越
之
輔
非
難
遁
奉
存
恐
入
候
へ
共
、
此
段
奮
染
の
漂
弊
卑
時
間
之
方
を
以
て
中
々
難
搭
御
座
候
へ
ば
、
先
竣
省
一
般
の
性
質
を
御
正
し
被

選
度
、
是
叉
舎
密
閉
物
之
一
端
と
奉
存
儀
。
且
亦
渡
塙
は
本
山
口
産
石
粉
灰
汁
海
草
灰
汁
石
炭
等
之
物
質
摘
出
合
親
和
致
候
へ
ば
、
其
結
晶
郎
透
明

の
物
ー
と
相
成
拡
問
。
是
を
原
賀
と
仕
候
而
其
外
種
々
之
物
質
且
錨
等
は
少
々
は
差
引
加
減
仕
候
へ
ば
、
各
種
之
賞
品
ι

製
作
相
成
申
候
。
左
候
へ
ば
英

貿
竪
硬
に
し
て
合
唱
宵
之
用
を
漆
戸
る
の
み
な
ら
や
、
憤
る
亦
賎
し
〈
御
庖
候
へ
ば
、
是
を
買
求
る
も
の
も
数
多
御
座
候
而
、
向
然
永
久
の
御
産
物

と
相
成
可
申
候
。
近
年
薩
摩
・
肥
前
等
の
闘
A

矯
御
同
産
、
域
調
製
網
開
き
相
成
、
但
い
づ
れ
も
洋
皐
盛
に
行
は
れ
、
書
籍
を
調
へ
候
色
の
も
不
少

候
へ
り
と
も
、
理
問
中
舎
密
に
於
て
は
英
大
活
眼
全
都
調
仕
ら
れ
不
申
放
と
相
丸
ぇ
、
江
戸
又
大
阪
よ
ち
硝
子
師
を
御
呼
ぴ
迎
へ
相
成
、
子
今
昔
之
和

製
法
を
相
用
ひ
ら
れ
候
て
何
分
洋
製
之
側
に
は
殺
到
不
申
、
夫
ゆ
え
右
闘
々
の
産
物
生
所
詮
費
策
、
御
利
金
と
は
難
柑
成
様
相
見
申
候
。
右
申
上

俣
市
池
永
久
之
御
産
物
に
相
成
候
様
思
召
候
へ
ば
、
第
一
世
人
好
む
所
に
従
ひ
不
申
候
而
は
不
相
成
事
に
御
座
係
(
下
略

J

』

要
す
る
に
山
口
藩
に
産
す
る
諸
原
料
を
用
ひ
、
開
化
血
中
を
臆
用
し
て
良
質
の
硝
子
器
を
製
し
、
低
廉
な
る
債
格

ぞ
以
つ
七
山
町
〈
販
貰
ド
供
し
、
以
て
永
久
の
岡
産
と
焔
す
ぺ
し
と
説
く
の
で
あ
る
。
不
幸
山
口
藩
に
於
て
は
岡
崎
防

を
計
芯
仁
A

誌
に
仁
一
可
L

こ
mw
建
議
'T
抗
閉
す
る
い
し
は
品
ま
ら
な
か
っ
れ
が
、

併
し
怖
の
桁
へ
る
新
工
業
中
に
は
製
郷
"

晴
子
製
造
の
如
き
軍
事
閥
係
以
外
の
も
の
が
存
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
籍
す
に
時
日
を
以
っ
て
す
れ
ば
、
右
の
建

議
も
或
は
採
用
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。

い
づ
れ
に
し
て
も
明
治
政
府
の
採
れ
る
新
経
済
政

策
の
荊
茅
は
、
鹿
児
島
・
佐
賀
・
水
戸
の
諸
藩
及
び
幕
府
の
外
に
山
口
藩
に
も
亦
之
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

4
Q

。
(
附
記
)

本
稿
を
草
す
る
に
常

h
、
毛
利
公
骨
酎
家
記
録
諜
の
時
出
調
八
氏
よ
ち
多
大
の
援
助
少
一
受
げ
に
。
記
し
で
以
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
D

山
口
藩
に
於
げ
る
幕
末
の
洋
式
工
業

第
四
十
巻

一
六
五

第

披

一
六
五


